
 

 

山行報告書      京都田辺山友会     報告者 北條      

山 名 龍王山・山の辺の道 山行名 ５月例会 

ルート ＪＲ柳本駅～天理トレイルセンター～龍王山～天理トレイルセンター～天理駅 

山行日 ５月３日 天 候 晴れ 

参加者 

リーダー：  北條       サブリーダー： 竹原(絹) 

男性：佐々木・竹原(順)・魚谷            

女性：上野(克)・桑原・田中(み)             

合計： ８ 名  
ルート概略図 
 
 
ＪＲ柳本駅→天理トレイルセンター→ 
 
龍王山山頂（南城跡）→天理トレイル 
 
センター→天理駅 

コースタイム 

地名 
時：

分 
地名 

時：

分 

ＪＲ柳本駅 
集 8:00 

 
着  

発 8:00 発  

天理トレイ

ルセンター 

着 8:30 
 

着  

発 9:00 発  

龍王山山頂 

南城跡 

着 10:30 
 

着  

発 11:15 発  

天理トレイ

ルセンター 

着 13:30 
 

着  

発 13:40 発  

天理駅 
着 16:00 

 
着  

発  発  

山行報告 

天理トレイルセンターから、短距離で急坂の北ルートから登り、緩斜面だが距離が長めの南

コースで下る本来とは逆コースの周回コースで登った。 

当日は、前日の雨の後で少しぬかるみもあったが、五月晴れの新緑が美しい気持ちのよい絶

好の登山日和のなか、予定のコースタイムよりも早めのペースで登れた。 

頂上の南城趾は展望がよく、二上山、金剛山、生駒連山、遠くに明石海峡らしきものを望

め、眼下には奈良盆地、畝傍、耳成、天香久山の大和三山の展望が開けて素晴らしかった。 

下見の時に、山の標識がとんでもないところにあって見つけるのがやっとだったので、本番

でこれはクイズにできると思い、頂上での食事の前に「さて、龍王山の標識は、どこにあるで

しょう」とみんなに探してもらった。やっと木の上３メートルぐらいのところにあるのを見つ

け、木が成長してあんな高くなったんやとかいろいろな説で盛り上がった。 

 下りコースの途中にある長岳寺の奥の院不動尊に下山の無事を祈り、「下山で怪我をするこ

とが多いから、石に足を取られないよう気をつけて」と、声をかけながらゆっくりと、天理ト

レイルセンターまで下った。 

休憩を取った後、約７キロの山の辺の道を天理駅まで歩き、天理駅で解散。 

それぞれ帰路についた。 

 例会になかなか参加できないという方もいたが、楽しくなごやかな山行ができた。 

 

ヒヤリハット            無 

 



 

 

感想文 

                                         上野(克) 

ゴールデンウィーク後半の初日、5月 3日は快晴、絶好の山行日和。 

天理市トレイルセンターで準備運動を済ませいざ

龍王山頂上を目指します。山頂看板は何度も登山経

験がある方でも見つけることが困難な場所にあると

のこと。ワイワイ言いながら見事魚谷さんが見つけ

ました。眺望も素晴らしく大和三山、二上山、葛城

山、金剛山が見えます。 

下山後は以前より憧れていた山の辺の道。古墳

群、神社、歌碑などが多くあり古代ロマンの幻想の

世界へ誘ってくれました。地元の方の丹精込めた農

作物や加工品（残念ながら売り切れが多かった！）

もあり、長距離ですが飽きることはなかったです。

天理駅までの商店街歩きも山行以上に楽しいもの。

お土産もしっかりゲットし大満足の１日でした。 

CLさん、SLさん、共に山行したメンバーの方々、素晴らしい１日をありがとうございました。 

 

 

                               魚谷 

2025年 GW真っ只中、奈良龍王山登山と山の辺の道ハイキングのコンビネーションという、何と

も贅沢なツアーに参加させていただきました。登山は高低差５１３m。今の自分の体力にちょうど見

合う、程よい傾斜と登坂距離。 

新緑眩しい登山道を歩んだ頂点には奈良盆地を一望できる視界が広がっていました。視界の左か

ら金剛、葛城、二上、信貴、生駒の山々がぐるりと盆地を取り囲み、かつて一面に水田が広がって

いたであろう平地には、大和三山がまるで小島のように浮かんでいます。これが万葉の里。日本史

始まりの地。 

下山後、トレイルセンターにて登山モードからウオーキングモードに切り替え。奈良盆地東端を

北上する日本最古と言われる歴史街道を天理まで約８km。沿道に大小の古墳や直径１cmにも満たな

い蕾をつけたみかん畑などを見やり、時に無人野菜売り場に群がりつつ、春の麗らかな陽気に浸り

ながら歩を進めました。 

登山だけでもハイキングだけでも味わえない、自然と歴史の両方を満喫できる素晴らしい企画、

どうも有難うございました。 

 

 

 

 

 

 


